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教育委員会学校教育課 

１．件名 

湖南市教育奨励事業表彰について 

 

 

２．趣旨など 

   市内幼稚園、小中学校の教職員の自主的・自発的な教育研究活動の促進を図るため、

個人またはグループによる優れた研究に対して教育奨励賞を授与する取り組みを昨年

度から実施。 
今年度は、下記のとおり 20 名 11 本のレポートの応募があり、現在審査中。最優秀

賞・優秀賞・奨励賞を選考。 

 
＜研究のテーマ＞ 

教育全般に関する実践的研究とし、分野は次のとおり。 

教育課程全般、学年・学級経営、生徒指導、進路指導、特別支援教育（障がい児教

育を含む）、個に応じた学習指導、人権教育（同和教育を含む）、体験的・問題解

決的な学習指導、教科の学習指導法などの改善、選択教科の学習指導、道徳の時間

の指導、教育相談、不登校対応、環境教育、少人数指導、情報教育、学習評価の工

夫改善、国際理解教育、福祉教育、総合的な学習、学校図書館教育、教材・教具の

工夫と開発、保健・安全教育、性教育、特別活動の指導、給食に関する指導、部活

動指導など教育活動の一環と認められる研究内容全般 

 
 
３．表彰式 

２月 17 日（火） 午後４時～５時 
湖南市役所 西庁舎 ３階 大会議室 
※湖南市小さな詩人たち事業と一緒に行います。 
 
 

４．応募者および研究課題 

所 属 氏 名 研 究 課 題 

◎山元 弘美 

齊藤 悦子 石部幼稚園 

園田 彩 

個と集団を生かす学級経営のあり方 

石部南幼稚園 林 昭子 
一人ひとりの育ちを見据えて 

～個への関わりを大切にするための保育士の関わり方～ 

石部南小学校 森岡 勝則 

地域の環境に触れ、自ら環境問題にはたらきかける子ど

もの育成 

～「ふれあいの夢の森」を核とした森林環境学習～ 

三雲東小学校 川嶋 稔彦 
コミュニケーション能力を高めるための問題解決学習の

在り方 
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岡部 遼太 
子どもの興味・関心を広げる国際理解教育 

～台湾の小学生との絵画交流を通して～ 
菩提寺小学校 

飯沼 俊雄 算数科の学習を通して築く支持的学級集団づくり 

水戸小学校 中尾 功 

自分の思いを持ち、豊かに表現することで伝え合う水戸

っ子の育成 

～コミュニケーション能力の育成を目指す指導法のあり

方をもとめて～ ＜全領域で＞ 

下田小学校 村地 和代 
子どもたちに確かな言葉の力を身につけさせるために 

～「読む」「書く」力を伸ばすための指導方法の工夫～ 

石部中学校 青木 義道 ブラジル・ペルー籍の子どもたちへの特別授業 

◎山口 朋久 
甲西中学校 

富田 浩子 
自分の考えや気持ちを発信する力をつける授業のあり方 

教育委員会 ◎松浦加代子 

南 有美 
石部南小学校 

吉田 志津代 

藤川 典子 
石部中学校 

竹原 利恵 

ことばの教室 大濱 早苗 

社会福祉課 

発達支援室 
服部 昌美 

学校・専門機関が連携して不登校を未然に防ぐ取り組み 

～湖南市発達支援システムを活用し、保護者・学校・こ

とばの教室・発達支援室が連携し②～ 

 
 
５．問い合わせ先 

   教育部 学校教育課 教育研究所 
   担当：川邊 

TEL0748-77-7052 FAX0748-77-4101 


